
二
十
嵐
力
氏
寄
贈
書
作
品
展
　
ィ

『
書
家
二
十
嵐
力
泥
～
師
と
友
～
』

　

・

同
時
開
催

『
明
治
の
二
筆

・
比
口
井
天
来
と
そ
の
門
流
』

滝

上
委町
員社
長会

教ヽ

黒育
― 委
口員

の

和 会

議
俊

こ

の
た
び
東
京
都

在

住

の
書

宗

院
参

与

理
事

二
十
嵐

力
民

の
ご

好
意

に
よ
り
、

３
０
０
点
余

の
掛
軸
を

は
じ

め

多
く

の

書

作

品
お
よ
び
関
係

の
書

籍
を

滝

上

町

に
ご
奇

附

い
た
だ

い
た
。

こ
れ
ら

の
作

品
お
よ
び
書

籍

は
、

い
ま

は
亡

き
ご
尊

父

二
十
嵐
文

伍

（
子
如
泥
）
民

が
、

ご

在

せ
ヤ
収
集

　
収
裁
さ
れ
た
も

の
で
あ

る
。

そ

の
内
容

は
書

道
関
係

の

み
な
ら

ず
、

さ
ま
ざ
ま
な

ジ

ャ
ン
ル

の
方

々
と

長
年

に
わ
た

っ
て

の
交
流

か
ら

得
ら

れ

た
も

の
で
あ
り
、

そ

の
多
く

は
書
迪

家

垂

涎

の
貴
重
な
芸

術
作

品
で
あ

る
。

ま

た
、

そ
れ
ら

は
北
海
道
書
道

界

に
と

っ

て
、

歴
史
的

に
も
非
常

に
価
値

の
高

い

文
化
財
と
も

い
え

る
。

こ
の
度
の
作
品
晨
は
、
こ
の
寄
贈
を

記
念
し
て
二
十
嵐
民
寄
贈
作
品

”
点
ど

町
所
蔵
の
書
作
品
４
点
を

一
般
公
開
し

た
た
も
の
で
あ
る
。

５
月

２７

日
、

作

品
展

開

催

に

先
立
ち

苛

贈
者

の
二
十
嵐

力
氏

と
そ

の
ご
家

族
、

書

宗

院
参

与

理
事

の
関
書

外

氏

、

元
書

宗

院
副

理
事

長

の
大
津
童

州
民

な
ど

９

名

の
ご
来
賓

、

そ
し

て

町
内

ご

ネ

賓

を

お
迎
え
し
、

除
幕

式
を

開
催
し
た

の
で

■
の

る̈

）

。

○
寄
贈
者

　

二
十
嵐
　
力
氏

に

つ
い
て

二
十
嵐

力
民

は
、

昭
和
７
年
７
月

２２

日
、

北
海
道

札
幌
市

に
書
導
家

二
十
嵐

夫
伍

（
雅
号
如
泥
）
民

の
子
息

と
し

て

生
ま

れ
、

幼
少

の
こ
ろ
か
ら
書

の
点

陶

を
受
け
成
長
さ
れ
た
。

昭
わ

３３
年
法
政

大
学
を
卒
業
。

現
在

は
書
道
団
体

「
書

宗

院
」
（
創
ミ
者

は
桑
原
翠
邦
）
の
参
与

理
事

と
し

て
活
躍
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
氏

の
父
、

文

伍
民

の
プ

ロ
フ
ィ

ー

ル
に

つ
い
て
は

「
た
き

の
う
え
墨
客

イ

晨
　

北
海
道
出
身

作
家
晨
～

北
海
道
を

住
表
す

る
戦
後
書

墟

の
Ｅ
匠
～
」

の
お

り
、
教
育
委
員
会

発
行

の
作

品
者

紹
介

の
欄

に
掲
載

さ
れ

て

い
る

の
で
、

こ
こ

に
紹
介

し
た

い
。

「
二
十
嵐

鮨
泥

（
い
が
ら

し
　

じ

ょ

で

い
）
明
治

４０
年

―
月
福
島

県
岩
瀬

郡

長

沼

町
に
て
山
生
。

明
治

４４
年

に
父
母

と
共

に
現
在

の
十
勝
足
寄

町
に
移

住
。

大
工

Ю
年
札
幌
鉄
道
教
習
所
普
通
部
に

入
所
。

こ
の
時
に
鉄
道
省
札
幌
鉄
道
局

書
記
で
あ

っ
た
大
塚
嶋
洞
先
生
よ
り
書

道
を
習
う
。
桑
原
翠
邦
、
金
子
鴎
亭
は

同
期
同
級
。
昭
和
２
年
川
谷
尚
亭
来
道

の
際
、
書
会
に
参
加
。
後
に
川
谷
尚
亭

発
刊
の

「
書
え
研
究
」
護
な
ど
に
よ
り

研
鑽
。
昭
和
４
年
比
口
丼
天
来
来
道

の

後
、
「
書
勢
」
、
「
書
道
春
秋
」
等
に
よ
り

研
鑽
。
昭
ゎ

２０
年

１０
月
紋
別
町
小
向
に

入
出
、
営
農
。
紋
別
市
在
住
中
は
紋
別

市
書
逆
同
好
者
逹
盟
代
表
理
事
、
紋
別

市
文
化
財
調
査
委
員
会
会
長
、
道
東
書

道
晨
実
行
委
員
長

の
公
職
に
就
か
れ
、

昭
和

４２
年
に
は
紋
別
市
文
化
ヽ
盟
賞
、

昭
和

４７
年
に
は
北
海
道
文
化
財
保
護
功

労
賞

な
ど
を
受
賞

さ
れ

て

い
る
。

平
成

元
年

１０
月

‐５

日
死
去
。
事

年

８２
歳
」

と
あ

る
。

北
海
道

に
お
け

る
書
道

の
先

党
者

大
塚
鶴

洞

の
点

陶
を
受

け
、

そ

の

縁

に
よ

っ
て
関

西
書
道

大
家

川
谷
尚
亭

の
指
導
を
受

け
、
ま
た
近
代
書
道

の
父

´

と
も

い
わ
れ

る
比

口
井

天
来

の
知
輝
を

得

て

い
る

こ
と
を

特
筆
し
た

い
。

札
幌

鉄
道
教

習
所

で

の
学

友

に
は
桑
原
翠
邦

民

や
全

子
鴎

亭
民

が
お
ら

れ
、
多
く

の

同
窓
諸
人

と
共

に
書

道
を
恙

さ
れ
、

研

究

会
を

発
足
。

こ

の
会

は
、

日
本

の
書

導
界
で

「
書
道
工
国
北
海
道
」
と
称
賛

さ
れ
る
書
道
興
隆
の
さ
き
が
け
と
な

っ

Ｉた
。現

在
、

北
海
道

に
は
全
国
的

に
名
を

成
す
書
家

が
活

躍
し

て

い
る

の
も
、

こ

の
結
実
　
成
果

で
あ

る

こ
と
は
、

札
幌

市
教
育
委
員
会
編
―

さ

っ
ぽ
ろ
夫
庫

５３

『
札
幌
と
書
』
（
北
海
道
新
聞

社
発
行
）
・

に
詳

し
く

写
真

入
り

で
掲
載

さ
れ

て

い

る

こ
と
か
ら
も
容
易

に
理
解

で
き

る
。

こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら

北
海
道
を

代
表

す

る
書
家

た
ち

と
、

大
工
　

昭
和
　

平

成

と
晨
晩
年

に

い
た

る
ま

で

の
親
密

な

交
流

が
、
貴

重

で
得

が
た

い
書

作

品

の

所
蔵

に
景

が

っ
た
も

の
と
考

え
ら
れ

る
。

除 幕 式 後 の記 念 撮 影

※ 中央 が 五 十嵐 力 氏 ご夫 妻 、

左 か ら 2人 目が 大 津 童州 氏
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ま

た
戦
後
、

文

伍
民

は
ご
家

族

と
“

も

に
紋

別
市

小
向

に
入
出
し
、

農

業

に

従
事

し
た
。

そ

の
後
、

地
域

の
人

々
に

請

わ
れ

て
書

道
を
指
導

一
教
授
な
さ

れ
い

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
事
業

に́
尽
力
さ
れ
掟
。

ま
た
、
永
年

の
功
績

に
よ
り
、
枚

別ヽ
市

よ
り
第

一
子

の
文
化
功
労
賞

が
波

与
さ

れ
た
。
他
方
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
お

い

て
も
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
有
名
な
南
部

忠
平
民
と
古
く
か
ら
親
交
が
あ

っ
た
と

伺

っ
て

い
る
。
ち
な

み
に
、

こ
の
た
び

の
寄
贈
目
録

の
中
に
南
部
民

の
貴
ま
な

写
真
も
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
も
付
け
加

え
て
お
き
た

い
。

さ

て
、

こ
れ
ら

文

伍
民

の
収
蔵

せ
ら

れ

る
作

品

の
継
承
者

で
あ

る
ご

子

息

カ

民

と
滝

上

町
と

の
ご
縁

は
、

平
成

‐７
年

５
月
滝

ュ

町
教

育
委

員
会
主

催

で

開
催

さ

れ
た

「
た
き

の
う

え
墨
客

晨

　

北
海

道

出
身
作

家
晨
～

北
海
道

を

代
表

す

る

戦
後
書

墟

の
巨
匠
～
」

に
お

い
て
、

こ

の
企

画

に
協

力
さ

れ
た

力
民

か
ら

多
く

の
責
重

な
書

作

品
を

借

用
し
た

こ
、と

に

始
ま

る
。

こ

の
伸
介

の
労
を

と
ら

れ
た

の
は
、
滝

上

町

の
書

道
愛

妊
家

と

え
流

の
あ

る

紋

別

市

在

住

の
中

張

英

夫

氏

（
二
十
嵐
夫

伍
民

の
門

下
）
で
あ

っ
た
。

墨
客

晨

に
は
、
書

宗

院
代
表

桑

凛
呂

翁
民

の
ご

配
慮

に
よ
り
、
到
理
事

長

〈
当

時

）
の
大
津
童

州
民

の
招
聘
が

か
な

い
、

拝
竜
会

が
開
催
さ
れ

る
に
至

っ
た
。

そ

の
後
、

力
氏

は
毎
年
末

町
さ

れ

て

お
り
、

ご

家

族

の
方

々
も

当

町
に
未
ら

ヘ

れ
る
な
ど

町
民
と

の
交
流
を
楽

て
き
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、
当

び

吼
理
事
者

は
じ
め
教
育
長
、

員
会

の
芸
術
文
化
に
対
す

る
理

滞
の
深
さ

に

い
た
く

ヽ
動
か
さ

で
あ

つ
た
。
　
　
　

‐

平
成

２０
年

に
挙

行
さ

れ
た

『
滝

上

町

１
０
０
年
祭

』

の
折

に
は
、

当

町
に
大

山

一
双
屏

民
を

拝
を

し
寄

贈

さ
れ
た
普

宗

院
副

理
事
長

（
当
時

）
大
津
童

州
ヘ

と
と
も

に

町
か
ら

招
待

さ

れ

る
な

ど
、

滝

上
と

の
縁

が
ま

す

ま
す

深
ま
り
、

文

化

の
意

り
高

い
町

の
気

風
と
文

化

財
を

愛

し
大

切

に
す

る
人
々

と

の
交
流

に
よ

っ
て
、

力
氏

が
継
承
し

て

こ
ら

れ
た
書

作

品
を
寄

贈
さ
れ

る

こ
と
と
な

っ
た
。

力
民

は
滝

上

町
を
愛

す

る
お
気

持
ち

か
ら
、
文

化
芸

術

の
将

来

性
を

鑑

み
、

当

町
に
託
さ
れ
た
も

の
と
思

わ
れ

る
。

こ
の
お
気

持
ち

に

い
さ
さ

か

で
も
応

え

る
べ
く
、

企

画
　
晨

示

の
み
な
ら
ず

し

ま

れ

町
お

よ

教

育

委

解

と
造

れ

た

の

（

社
会
教
育

・
生

涯
学

習

の
さ
ま

ざ
ま
な

観
点
か
ら
学
習

の
ヶ
途

・
活
計
を
考
な

て

い
か
な

く

て

は
な

らヽ
な

い
だ

ろ

つヽ
。

こ

の

こ
と

が

強

い
て

は
、

オ

ホ

ー

ツ
ク

要

の
地

で
あ

る

わ

が

町

の
文

化

向

上

・

発

展

に
繁

が
り
、

や
が

て
は
近
隣
市

町

村
、

北
海
道
、

全

国

ヽ
と
き

ま
ざ
ま
■

広

が
り

を

見

せ

て
く

れ

る
も

の
と
確

信

す

る
し
だ

い
で
あ

る
。

拝
啓
　
水
無
月

の
候
　
御
健
勝

に
て
御
活
躍

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
私
共
無
事
帰
京

致
し
頑
健

に
て
消
光
致
し
て
居
り
ま
す

の
で
他
事
乍
ら
御
放
念

下
さ

い
。

さ

て
、

こ
の
度

の
滝

上
晨

で
は
、
身

に
余

る
接
通
を

お
受
け
致
し
恐
縮
至
極

に
存

じ
ま
す
。

た
よ
り
厚
く
伸
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
程

の
大
規
模

の
ヽ
し
か
も
質

の
高

い
書
道
芸
術

の
晨
覧

会
を
開
催
す

る
こ
と

は
ヽ
並
大
払

の
伸
摯
力
で
は
不
可
能

と
思
わ
れ
ま
す
が
、

ス
タ

ッ
フ
の
伸
尽
力
に
よ

り
企

画
か
ら
開
幕
ま

で
、
驚

異
的
英
知
を
結
集
さ
れ
た
会
場
を
観

る

こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

童

州
先
生

と
雲
外
先
生
が
驚
き

の
余
り

「
中
央

で
も

こ
れ
程

の
高

い
レ
ベ
ル
の
晨

覧
会

は
観

る
こ
と
が
出
来
な

い
、
も

っ
セ
時
間
を
か
け

て
鑑
賞

し
た
か

っ
た
」
等
と

し
き
り

に
申
さ
れ

て
居
ら
れ
ま
し
た
。

小
生

と
し
て
も
、

肝
に
銘
ず
べ
き
お
言
葉

で

あ
り
、

大
変
蟻
し
く
思

っ
た
次
第

で
す
。

ま
道

人

口
が

町
の

一
割
と
伺

い
、

こ
う

い
う
例
は
お
そ
ら
く
滝

上
町
が

日
本

一
の

書
道

の
町
を
示
す
数
値
と
迅
料
致
し
ま
す
。
キ
贈
作

品
、
資
料

及
び
文
献
が
今
後
共
、

滝

上
町

の
方

々
の
資
益

と
な
れ
ば
幸

い
で
伸
座
居
ま
す
。
滝

上

町
か
ら
、
書
道
〓
術

の
未
晴
ら
し
さ
を
、

日
本
全
国
に
発
信
し

て
下
さ
ら
ん

こ
と
を
祈
念
し
伸
札
と
致
し

ま
す
。

帰
途
、
滝
上
町
の
伸
犀
意
に
甘
え
て
、
逮
経

の
家
庭
学
校
、
上
湧
別
の
屯
口
兵
博

物
館
、
小
生
ら
が
終
戦
後
入
出
し
た
小
向

の
畑
や
山
林

の
そ
の
後
、
紋
別
■

の
ま
ち

な
か
芸
術
館
、
流
氷
科
学
館
な
ど
見
学
し
た
外
、
紋
別
市
の
書
道
愛
好
家
を
も
お
会

い
し
て
、
有
意
義
な
日
を
過
さ
せ
て
戴

い
た
こ
と
を
付
記
し
て
伸
札
と
致
し
ま
す
。

末
筆
乍
ら
皆
様

の
御
健
勝
を
祈
念
し
、
滝
上
町
の
御
発
展
を
ヽ
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
、
滝
上
町
晨
参
上
の
御
礼
と
致
し
ま
す
。

敬
具

二
〇

一
二
年

六

月

二

日

二
十

嵐

　

カ
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